
 

 

全国の博物館の状況 

 
１ 博物館総合調査による建物規模等の状況 

「博物館総合調査」は、 国立教育政策研究所が、全国の 4,045 館を対象に、平成 25 年 12 月 1 日

を調査基準日に実施したもの。「博物館総合調査」には,2,258 館から回答があった。 

（内訳は,国立館 57 館、公立館 1,727 館、私立館 474 館。館種別の館数は、総合 109 館、郷土 285 

館、美術 473 館、歴史 1,048 館、自然史 92 館、理工 103 館、動物園 43 館、水族館 53 館、植

物園 40 館、動水植物園 12 館。） 

▼「博物館総合調査」（平成 25年度）の基本データ集：館の特質について（調査票 1．関連） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼「博物館総合調査」（平成 25年度）の基本データ集：資料と調査研究について（調査票 9．関連）」 
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▼「博物館総合調査」（平成 25年度）の基本データ集：敷地・建物及び設備について（調査票 4．関連） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ 全国の博物館の状況からみる本市博物館の特徴 

ア 松本市立博物館は、1906 年（明治 39）開館で、公立博物館として、非常に古い歴史をもつ。 

イ 人口 20 万人以上「市」の人文系資料の平均は、25,850 点であるが、本市の収蔵資料は、平成

26 年度末で人文系資料のみでも、95,500 点（総記・考古・歴史・民俗・美術）、その他自然系資

料を 20,389 点、総計 115,889 点（教育要覧参照）の膨大な収蔵資料を有し、人口 20 万人以上「市」

平均の約４倍規模を誇る。 

ウ 人口 20 万人以上「市」の博物館建物延床面積の平均値は、2,411 ㎡であるが、館種別では、総

合博物館の平均値は、4,713 ㎡である。 



 

 

本館は開館時期が他と比較し際立って古く、収蔵資料数も膨大なため、以上の平均値にあては

めるには無理がある。 

２ 本市調査による建物規模の状況 

■調査の概要 

本市と人口規模が同程度以上の、いわゆる施行時特例市 39市及び中核市 45 市、計 84 市の内、市立博

物館施設を有し、ウェブサイトでアドレスを公開している 53 館に調査表発送。平成 27 年 8月 31 日締切

で、32 館より回答を得、集約。回答率 60％。 

 

■回答市 32市（館） ※内訳 

中核市 23市 郡山市・松山市・高崎市・前橋市・那覇市・長崎市・福山市・郡山市・川越市・豊田市・横須賀市・高槻

市・盛岡市・岐阜市・和歌山市・高松市・豊橋市・倉敷市・松山市・秋田市・前橋市・長野市・富山市 

特例市 9市 厚木市・吹田市・鳥取市・八戸市・山形市・沼津市・四日市市・松江市・松本市  

 

■調査の目的 

本市と概ね人口が同程度の地方自治体における博物館施設の建物規模を調査するとともに、本市基幹

博物館との類似性を分類指標として傾向を分析した。具体的には、指標①館種分類による「総合」系（6

館）、指標②開館年 2000 年以降の比較的開館年が新しい館（6館）、指標③収蔵品点数 100,000 点以上の

館（5館）、指標④中心市街地に立地（ターミナル駅から徒歩 15分圏内に立地と定義）する館（18 館）

の 4指標にてそれぞれ抽出し、館の敷地面積、建物延床面積、常設展示室延床面積、特別展示室延床面

積、収蔵庫延床面積との関連性を分析した。 

 

■設問 （回答は別紙のとおり） 

問 問 1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 問 10 

データ 種類 

（館種） 

開館年 現施設 

築年 

敷地 

総面積 

延床面積 常設 

展示室 

延床面積 

特別 

展示室 

延床面積 

収蔵庫 

延床面積 

収蔵庫 

現状 

収蔵 

資料数 

参考       ・適正規模 

・活用実態

自由回答 

・収蔵資料数増加対策自由回答 

本市 総合 1906年 1968 年 5,905㎡ 3,593 ㎡ 847㎡ 553㎡ 522㎡  115,889点 

平均    4,550㎡ 3,730 ㎡ 816㎡ 265㎡ 412㎡   

 

■平均値による博物館の建物規模 

 規 模 根 拠 備    考 

敷地面積  4,700㎡～6,200㎡ ～指標②  

建物延床面積 3,700㎡～5,700㎡ ～指標①  

常設展示室延床面積 800㎡～1,200㎡ ～指標③  

特別展示室延床面積 300㎡～400㎡ ～指標② ※特別展開催期間以外の使用目的検討要。 

収蔵庫延床面積 400㎡～500㎡ ～指標② ※資料は厳選し、一定規模に収めることが必要。 

 

■まとめ 

調査結果からは、現状は、常設展示室を広く確保することで、収蔵資料を多く公開し、また、収蔵庫

も一定面積確保、受入れ資料の厳選など対応しているものの、近年収蔵庫が不足がちとなり、対応に苦

慮している姿が見受けられる。特別展示室は理想はあるものの、十分な広さは確保されていないか、今



 

 

ある広さでの活用法を探っている状況に思われる。 

 


